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小児 ・ 思春期問題委員会報告

（わ が国 に お け る思春期妊娠第 3 回 調査報告）
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　 日本産科婦人科学会小児 ・思春期問題委員会 は teen−

agers の 妊娠 ・分娩の増加 に鑑み青少年の 性意識や 性

行動 の 実態を よ り正確に 把 握 し よ う と20歳未満で 妊娠

し た女子 の 社会医学的な検討を昭和53年 6 月 に第 1 回

を ，そ の 後 5 年経過 した 昭和58年11月 に第 2 回 を行つ

て 性経験の 若年化 が 進 ん で い る こ とを確認 した ．今回

は 恐 らく性行動の 低年齢化が さ らに進行する で あろ う

との 予想 の もとに 第 1 回調査 よ り10年を 経過 した 今 日

の 青少年の 性 の 知識 ・性行動の 体験 ・性 に つ い て の 規

範意識 な どを 知 る た め に 第 3 回調査を行つ た．同時 に

社会的要因や 教育的経験 との 関連 ， 産科学的問題点 な

どを も明 らか に し よ うと試み た。

　　　　　　調査対象な ら び に 調査方法

　調査対象 ：第 1， 2回 の 調査が20歳未満すな わ ち 19

歳 ま で に 妊娠状態を終了 し た もの を対象 と し た の で ，

こ れ ら と の 比較の た め に前 2 回 と同様な調査対象を用

い た ．

　調査方法 ： 日本母性保護医協会 の 全面的な協力 の も

とに 各都道府県の 日母 支部長か らそ れ ぞれ 5名 の ，な

らび に 本委員会委員 の 協力 の 得 られ た 県 か ら は さ ら に

5 名の 調査協力医療機関の推薦を い た だ き図 1 の よ う

な調査票を配布 し た． こ の 調査票は第 2 回 の もの に わ

ずか の 修正を加え た もの で ある． こ れ と並行して 今回

も十 代 の 分娩調査票 を も配布 し て 十代分娩の 実態 に つ

い て 調査 した ，調査期間 は 昭和63年 9 月 1 日 よ り平成

元年 8 月3ユ日 ま で の 1年間 で ある．集計さ れ た調査項

目は コ ン ピ ュ
ータ ーに よつ て 処理 された．

　　　　　　　　　　調査成績

　集計 さ れ た 妊娠 の 調査票 は 2，014枚 で あ つ た が20歳

が 15例，年齢未記 入等の 記載不 備な どの た め使用 で き

なか つ た 26例 を除 き実際に 統計処 理 さ れ た 数 は 1，988

例 で ある．う ち 既婚者 は 467例 〔24 ．0％） で あ る．

　 1。年齢分布

　本調査 の 対象 となつ た 十 代妊娠 の 年齢別例数は表 1

の よ うで ，
こ の 年齢分布は第 1， 2 回 とほ ぼ 同様 なパ

表 1　 年齢分布

年 齢 121314151617 工819 計

例 数 13537173320578871L988

％ 0．1G ．20 ．31 ．98 ．716 ．129 ，143 ．8100 ．0

タ ーン を示 し ， 18歳 と19歳で 73％を 占め ， 16歳以下は

11．2％と前 2 回 の 9．7 ；9．6％ に 比 し て わ ずか に 多 い 。

　2．身体 的発育

　年齢別 の 身長は第 1， 2 回 に 比 し て 155〜159cm が

37，5％ ともつ とも多 い 率 で あ る こ とに は 変化 な い が

160〜164cm が 27．5％ と 第 2 位 に ，150〜154cm が

22．5％ と第 3 位 に な り，
2 位 と 3位 が 入 れ変 つ て い る．

体重も50〜54kg が27．7％，45〜49kg が26．6％ と前回

と逆転し て い る ．

　3．初経年齢分布と月経周期

　初 経年齢 は 8 歳 か ら19歳 ま で 分布 し，12歳代 が

37．7％ ，
13歳代 が 24 ，196

，
U 歳代 が 18．3％ ，

14歳代 が

10．4％ で，11歳 か ら13歳 が ほ ぼ80．1％を占め て い る．

こ れ ま で の 報告に 較べ て 特別 な 変化 は 認 め られな い ．

月経周期 の 正順者は 78．4％で あ る．

　4．教育的背景と本人 の 職業

　年齢別教育程度は 表 2 に 示 し た通 りで ， 記載に前回

同様多少 の 誤 りは あ る が，内容は ほ ぼ前回 と 同様 で あ

る．本人 の 職業 は 表 3 の よ うで こ れ も前回 と
一

致し て

い る，

　 5．居住地 区

　都市部が 74．1％ と第 1 ， 2 回同様圧倒的に多 くし か

も人 口 20万 以 上 が 37．6％と前回 の 42．8％と 同様 で あ

る、

　6，家庭環境

　 「同居 し て い る 家族 」に つ い て の 質 問 be61 ．9％ の 回 答

が あ り，そ の うち父母 と
一

緒 の もの が45．7％，母 の み

10％，父 の み 2．4％，父 母 ・祖父母 5．2％，父母 。祖母

6．4％ で あ る．同居 し て い る 兄弟姉 妹 は 1名 が 28．6％ ，
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図 1 　 思春  DP 調 ｸ票 口   \2@ 教 迺  学

＼年 齢 ／ <TAB>31<TAB>51<TAB>718<TAB>

<TAB>計 <TAB>   小 wｶ<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>oQ<TAB>1

<TAB>0、 中 wｶ<TAB><TAB>34<TAB>1<TAB>6<TAB><TAB>4<TAB>A<TAB>4<TAB>2．】

巾学 卒 0o1 ／59217525021<TAB>74<TAB>37

4 ｍ 生 0oo 上 <TAB>7212310258<TAB>3

<TAB>18噛 高 ZｲDoo ユ 1<TAB><TAB>16<TAB>51<TAB>7

<TAB>35． 人 wiZ 蛛 生<TAB><TAB><TAB>o0<TAB>  

<TAB> 47<TAB>005 、0 回答 ﾈし<TAB><TAB>D<TAB><TAB>0<TAB>1<TAB><TAB>12<TAB>

27<TAB>1．4 計 <TAB>1<TAB>3<TAB>5<TAB>37<TAB>173<TAB>320<TAB>578
71<TAB>1， 9BS<TAB>100』 2 名 は 16 ．

唐ﾅあり，62 ．

唐ｪ 長 女 ，26 ． 5 ％は次女 で ある．これら の 結果もほぼ 前

と同様である。 　7 ． 相 手の関係 　相手 の教育程度

中学卒 が 32 ． 5 ％ ，高校 卒 が 44 ． 6％， 中 学生

0， 7 ％ ， 高校 生 は 8 ． 1 ％ と在学 生 は比 較 的少 な

ｭ ，こ
れ も 前 回 と ほぼ同 様 であ る（表4 ）． 相手 の 関

も 表5のよ うに 前2回の調査と同様に友達がも つとも 多く，つ

で 夫 ，婚約 者の順である． 夫 と 回 答

た人 のう ち 15 歳 が 1 人（ 0． 2 ％ ） ， 16 歳が20 人 （4 ．
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表 3　 本 人 の 職業

職業 ＼年 齢 1213 ／41516171819 計 ％

無職 ooD463118204320 了0935 ．7
生徒 ・学 生 134246610912510 呂 44022 ．1

事務員（会社員） o0D1515 呂120630 呂 15．5

農業 0o 〔」 oo11130 ．2
工 員 ooo24991236 工．9
店 員 0 【｝ 1［ 21735 呂111324S12 ．5

そ の 他 o   o1142863gz19810 、O
回答 な し oo134514194623

言1 13 巴 5371733205798711 ．988lOO ．O

表 4　 相 手 の 教育程 度

学歴＼年齢 121314151617lB19 計 ％

中学 生 o112222414o ．7
中学 卒 σ 1317751402 ぴ120964632 ．5

高校 生 1008454639221618 ．1
高校 卒 ooD53710026747788644 ．6

大掌 （知大）生 〔1oo02828631015 ．t

大学 （短 大）卒 oo 正 o021351673 ．4

不明 α 1o2491217452 ．3
回 答な し oo 〔13813 ↓628683 、4

言十 ユ 3537173320578 臼711 ，g8810   ．o

表 5　 相手 の 関係

関 係＼ 輩齢 12B141516171B19 計 ％

央 ooo1205313325846523 ．4
婚約者 〔〕 〔〕 o62460125 】BO395 芝9．9
知人 o12417303849i417 ．1
友達 o23158712317824365132 ．7

職楊 の 人 o0oo2loll31542 ．7
師弟 ooooo1214o ．2
親族 Doo01o0 σ 1o ．工
強蒸 1o011o115D ．自

その 飽 ooo452148621407 ．o
不 明 Do ｛｝ 0213410o 、5

回 答 な し 0006 正42139421226 ．1
計 13537173320578871L988100 ．0

　8．初 交年齢 ・場所

　1，988名が初 め て 性交を 経験 した 年齢 は表 6 の よ う

で 前回同様 に 16歳 が もつ とも多 く，つ い で 17歳で あ る

が前回 に 比 し て わ ず か で は あ る が 16歳 よ り若年 の 方 に

数 値 が ふ え 16歳 以 上 は 減少 し て い る．16歳 ま で に

52．4％，17歳 まで に 79．5％ が 性交を経験 し て い る ．第

1 回か ら第 2 回 の よ うな．一年早 ま る と い うよ うな現象

は み られな い が 依然 とし て わ ず か ずつ 進 ん で い る．

　初交の 場所は 前 回 同様，相手 の 家が 54．9％ と もっ と

も多 く，つ い で ホ テ ル ，自宅の 順 で ある （表 7）．

　9，初 交 の 季節

　初交 の 行わ れ た 時期を 季節的 に み る と ， 夏， 冬， 春 ，

表 6　初交年齢

初 交年齢＼ 年齢 12 正3 】弓 正516171819 計 ％

10 0oo1DDoo10 ．1
1工 0ooooo0o0o ．o
12 1110203210o ．5
13 o22311llloIl502 ．5
14 0o212324336361618 ．1
15 ooD2172869898 訂515 ．9
16 000o5412017319654327 ．3
17 oo0D05417920643922 ．1
18 oo0o016622228914 ．5
19 ooo00oD79794 ．O

回答な し 〔1o0o251321412 ．1
百f 13 　 　 5371733205788711 ．98呂 100．0

表 7　初 交 の 場所

場 所＼ 年齢 1213141516171819 計 ％

自宅 10o2223957822D31D ．2
相手の 家 o3121931793264681 ，09王 54，9
ア パ

ー
ト Do1QB2342431175 ．9

ホ 7 ル o02627541092nl39920 ．1
野 外 oo1o14104201 ．0

車 の 中 oo06B71533693 ．5
その 他 Go   e66312271 ．4

回答な し ooo29816286231

計 1353717332057S8711 ，988100 、0

秋 の 順 で 前 回 と多少異 な る が， こ れ を月別 に み る と 8

月 が 16．2％，7 月9．5％ ，
4 月8．2％ ， 10月8．1％，12月

7．8％，5月 72 ％と ほ ぼ前回 同様で あ り， 7 ・8 月 の 夏

休 み ， 4 月 の 春休 み ，10月 の 秋休 み ，12月 の 冬休 み の

頃 が 多 い （表 8 ）．

　 10．交際を始め て か ら初交に 至 る ま で の 期間

　交際を始 め て か ら性交を行 うま で の 期間 は 表 9 に 示

し た 通 りで あ る が，交際開始後 2 〜3 ヵ 月が25．8％と

もつ とも多 く， 1 ヵ 月以内 が 23，5％ とそれ に つ ぎ交際

を始め て か ら 3 ヵ 月以内に 62．1％ の 人が性交 に ま で 至

つ て い る． 6 ヵ 月以内 に な る と77．6％ が 肉体関係 をも

つ て い る こ と に な る．こ れ を 5年前 の 調査結果 と比 較

す る と全般的な傾向は ほ ぼ同様で あるが交際を始 め て

か ら初交 まで の 期間 は 数％前傾化 し て い る．第 1回 調

査 と の 比較で も全般的な傾向は 同様で あ る が，やや前

傾化 して い る ，

　11．妊娠 に 至 る ま で の 性交回数

　交際を始 め て か ら妊娠す る ま で の 性交回数は 表 10の

よ うで あ る．妊娠す る ま で の 性交 回 数 で もつ と も多か

つ た の は 10回 以．E．で 66．4％と前回 よ り増加 し て い る．

5 回 以 内 の 性交 で 妊娠 し た も の は 16．1％ と 前 回 よ り

5．2％，
10回 以内で 26，8％と前回 よ り6．1％減少 し ， ユ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

402 報　告 日産婦誌42巻 4 号

表 8　 初 交 の 季 節

季節 ＼年 齢 12131415 正6171 呂 19 計 ％

春 oo1 重12 呂 7212720744622 ．4
夏 1o111621   319527464732 ．5
秋 021832638914834317 ，3
冬 0127457014421047924 ．1

回 答な し o0006122332733 ．7
計 135371733205788711 ，gs8100 ．o

表10　妊娠 に 至 る ま で の 性 交 回 数

回数 ＼年 齢 1213141516171819 計 ％

1 回 1o1438816412 ．工
2〜5 回 0127 路 416612327814 ．o
5〜9回 o1o72234697921210 ．7
10回以 上 o1215982173945941 ，32166 ．4
回 答なし o0o4 工22041591366 ．8

計 ユ 3537173320578S711 、9881000

表 9　 交 際 して か ら初交 に 至 る ま で の 期 間

期 聞 ＼年 齢 1213141516171 呂 19 計 ％

1週 間以内 1o4112949748725512 ．8
1 ヵ 月以 内 o316388415118546823 ．5
2 〜3 ヵ 月 Go09438712724751325 ．8
4〜5 カ 月 ooo331 認 11212530915 ．5
7 − 12ヵ 月 o0o3112339741507 ．5
1年以上 oo03172558ll822111 ，1

回 答 な し 00o2414173572 ＄．6

計 13537173320578s711 ，9呂8100 ．O

回 だ け の 性交で は 2．1％と前回 の 1／2に減少し て い る．

全体的に 前回 に 比 し て 妊娠す る ま で の 性交 回 数 は 増加

して い る．

　12．同棲 の 有無

　 同棲 の 有無 は 表 11の よ うで 70％ は 同棲 の 経験 は な

く， こ れ は 前回 の 調査 と全 く同様 で ある ．

　 13．性感の 有無

　性交に 際 して オ ル ガ ス ム を感じ た か否か に つ い て も

第 2 回 と全 く同様 な傾 向を示 し
， な ん らか の 快感 を経

験 し た もの は 25％にすぎな い ．60％ の 人 は わ か ら な い

と回答 し て い る ．こ れ らは 第 1 回 の 47。4％が オ ル ガ ス

ム を 経験 した とい う結果 と は 異なつ て い る （表 ユ2）．

　14．性交を 行つ た動機 と婚前性交 に 対す る意識

　性 交を行 つ た 動機ならび に 婚前性交 に 対す る 態度 に

つ い て は褒13，14に示し た通 りで ある．ど うし て性交

を行 つ た か 「わ か らな い 」，
「何 と は な し に 」，

「求 め ら

れ る ま ま 」に 応 じ た もの が 59．9％で ， 第 2 回 の 62．9％，

第 1 回 の 58．2％ と，10年間 ほ ぼ同 じ よ うな結果 を得 て

い る．婚前性交に対する意識 と し て も全体 の 傾 向 と し

て は 前回 と同様 で ある が数値的に は 「結婚が前提」 が

15．6％か ら8．4％ に 半減 して
，

「愛 し て い れ ぽ よ い 」 と

す る もの が増加 し て い る．10年前 の 調査は 質問の 内容

が多少異な る が 「愛が あれ ぽ よ い 」88．4％ ，
「すべ て よ

くな い 」9、4％で あ つ た が ， 前 回 ， 今 回 の 「どん な場合

で も よ く な い 」 は前回 が L8 ％，今回 が 2．2％ と第 1 回

調査 に 較 べ て 婚前性交を不可 と考 えて い る 若者 は 数％

に すぎない ．それ に 反し て 「愛は な くとも同意があれ

表 11　同棲の 有無

同棲＼年齢 1213141516171 呂 19 討 ％

あ り 0 σ o546102 【7824257328 ．8
な し 135311262143896201 ．38969 、9

回答 な し． ooo114119261 ．3
計 1353717332Q5788 ア11 ，988100 ．0

表 12　性感 の 有無

性 感＼年齢 1213141516171819 計 ％

あ り oDo929 呂414923 σ 50125 ．2
な し ooo62 α 2S661D62251 ユ．4

わ か らな い 玉 3420 廴1819 呂 3405121 ，19560 ．2
回答 な し oo1251G23236533

計 135371 ア33205788711 ，9呂8lOO 、0

表 13　性 交 を 行 つ た 動 機

動機 ＼年 齢 1213141516171819 計 ％

自分で 希望 ooo182242651396 、9
好奇心 oo272867107161372187

無 理 や り 1o14173142681648 、2
何 とは な しに 02o1174122225349783394

　 お酒 を
飲 ん で い た

oo022lo1 呂 26582 ．9

わ か らな い 0 」 2ll375612717340 ア 20．5
回答 な し ooo171217296633

計 135371 了33205785711 、98呂 10D．0

ば よ い 」 とす る もの は 前 回 ， 今回 とも10％前後 に み ら

れ る．

　15。性交経験 に つ い て

　妊娠を疑 い 訪医 し妊娠 と判定さ れ た 女子 の 性交経験

に つ い て 年齢的 に 分析す る と表15の よ うで あ る が，現

在付 き合 つ て い る 人 だ け ， す なわち こ れまで に 肉体交

渉を もつ た 男性が 1人 だ け の もの は 41．4％，相手が 2
〜5 人 の 人 は 42．5％ と前 回 と全 く同様な結果を得た ．

そ し て 16歳 か ら相手 の 男性 が 複数 で あ る の が半数以 上

を占め 全体 と し て は 58．6％が 2 人以上 の 男性 と性交渉

をもつ て い る．欧米 で ト代 の 性行動 の 特微 とされ て い

る相手が複数 とい う現象 は わが国で も
一

般的 に み られ
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表 14 婚 前 性 交 に 対 す る 態度

態度＼年齢 1213141516171819 計 ％

愛して なくて も
瞭 伽 fよい

olI32173053501B59 、3

愛 して い れば 0o1159120437 上 554 ユ、237622
結 婚が 前提 oDo3121940931678 ．4
どん な場合 で

も よ くな い
1Q04551415442 、2

わ か らな い o311142538410429815 ．O
回 答 な し o 〔， o1591625572 ．9

計 1353717332057887i1 ，98810D 、O

表 16 避 妊 に つ い て

避 妊 の 爨 12131415 ユ6171819 計 ％

い つ も行7 〔し脆 o113264110615233016 ，6
時々行つ て い た   1217110212356 詔 31 ．28164 ．4
襯 ここ と力流い 11215336410612334517 ，4

回 答な し oo0243lo13321 ．6
訓
．

135371 ア3320578 ＄711 ，988100 ．D

裹17　避妊 の 方法

表 15 性 交 経 験

性交経験＼年齢 1213141516171819 計 ％

現在 の 人 だけ 12322 呂o13422935382441 ．4
2〜5人 0oo86512525039684442 ．5
6〜9人   1o3142549531457 ．3
狛 人 以．ヒ o021lo2432421115 ．6

回答な し   o034121827643 ．2
言「 1353717332057 日 B7ユ 1．98呂 1｛卜O．【｝

方法＼ 年齢 1213141516171819 計 ％

コン ドーム o232G1262444296741 ，49875 ．4
中 絶性 交   0oo441523462 ．3
オ ギ ノ 式 Dooo 工 41119351 ．8

ビ ル 0oDo 上 034804

その 他 0ooo1258160 ．8
回 答 な し 112 工7406611514338519 ．4

計 1353717332D5788711 ．989100 ．0

る よ うに なつ た ．

　 16。避妊 に つ い て

　 性交 の 際，避任 を 行 つ た か 否 か に つ い て の 調査 は 表

16に 示 した が ，避妊を こ れ まで に
一

度 で も行 つ た こ と

があ る人 は 81％ で 前 回 が77．9％，第 1 回 が63％ と次 第

に 実行率 は 上昇 し つ つ あ る．妊 娠を望 まな い の で あれ

ば性交 の た び に 100％行わ なけれぽな らな い わけ で，今

回 の 「い つ も行 つ て い た 」 16．6％，第 2 回の 「今回 の

性交 で は 行つ た 」24．8％，第 1 回 の 「実行 した 」18．4％

と極 め て 低率 で あ る．しか も数少 な い 避妊 を 行 つ た 人

達 も失敗妊娠 した わけ で あ る．

　 17，避妊 の 方法

　「避妊 を い つ も し て い た 」，
「時 々 し て い た 」と答 えた

1，611例 に そ の 方法を調査 し た もの が表17で 避妊経験

者 の 75．4％が コ ン ド
ーム を使 用 し て 避 妊 を行 つ て い

る．中絶性交，オ ギ ノ 式等そ の 他の 方法は 5．3％とわ ず

か で あ る ．それ らの うち で も ピ ル は O．4％ に す ぎな い ．

こ の 結果は第 1， 2 回 と同様で あ る．

　 18．性教育 の 有無

　 な ん らか の 性教 育を受け た こ とが あ る か 否 か に つ い

て 調べ た 結果は表 18の よ うで ，教育を 受けた こ とがあ

る もの は 61．0％ ， 受けた こ とがな い は 37．1％ で あ り，

第 2回 の 結果と ほ と ん ど変化は な い ．

　 19．性教育を受 けた 場所

　性教育 を 受け た 場所は学校が90，7％ と前 回 同様で あ

り，家庭 で 受 け た も の は 6．8％ に す ぎな い ．前 回 も わ ず

か 4．9％ で あつ た （表 19）．

　20．性教育に 対す る関心

　性教育を受け て なか つ た 737名 （37．1％）に つ い て 性

教育 を ど の よ うに 考 え る か を尋ね た と こ ろ 表 20 の よ う

な結果を得た．す なわ ち半数の 48．6％は 性教育は ど う

で も よ い と考 え て お り，前 回
， 前 々 回 の 32．5％ ，

37．2％

に 比 して 著明 に 増加 し て お り， 望 まな い 妊娠を し て み

て 性教育を受け て お けばある い は受け た い と思 つ て い

る もの が 32．8％ と，こ の 結果 も前回 ， 前 々 回 の そ れぞ

れ 53．8％，46．9％ と異な り著 し く低下 し て い る．必要

な い と答 え た も の は 12．6％ で こ の 数値 は 前 2 回 と ほ ぼ

同様 で あ る．

　 21．月経 が 停 止 し た と きの 気持

　月経発来が遅れ た と きに どう思つ た か は表21の よ う

で ある が，一般的に 考え る 「妊娠し た の で は な い か 」

と思 つ た もの が53．2％ で 前 2 回 と も ほ ぼ同 じ で ある

が，「そ の うち ある と 思 つ た 」もの も40．4％ と こ こ 10年

間 変化 な い ．「気 に し な か つ た 」 の 5．3％と合わ せ て

45〜46％の 人 は 性交し て も妊娠する と は 思つ て い ない

よ うで あ る ．

　22．妊娠 と言われ た とぎの 気持

　医師に 「妊娠」 と言わ れ た ときど う思 つ た か に つ い

て は 表 22に 示 した よ うで ， 51．9％の もの は 「シ ョ ッ ク 」

だ と感 じ た が 「妊娠」 と言 わ れ て も 「何 と も思 わ な か

つ た 」 もの が 9．5％ ，
「うれ しか つ た 」 と思つ た もの は

14歳 1 名 （20．O％），15歳 4 名 （10．8％），16歳37名

（21．4％），17歳 101名 （31．6％），18歳 207名 （35．8％），
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表18 性教育を 受けた か 否 か

教育＼年齢 1213141516171819 計 ％

受けた 013201031843555461 ．21261 ．0
受けな い 122 工66513021131073737 ，1
回答な し o0o1561215392 ．0

計 135371733205788711 ，9呂8lDO ．0

表21 月 経 が停 止 した とぎ の 気 持

気 持＼ 年齢 1213141515171 自 19 計 ％

妊娠 と思っ た 0o212821533284811 ，058532
そ の うち ある

と思 つ た
02321 了313722234650440 ．4

気 に しなか つた 11o3162721371065 、3
回答 な し 0oo12377201 ．o

計 1　　 3537173320578 邑711 ．988100 ，0

表 19　性 教 育 を受 け た 場 所

場 所＼年齢 121314151617 上δ 19 計 ％

家庭 oo111G132235826 ．8
学 校 o121788166327498 ｝．0999  ．7
その 他 oo01Q047121 ．o

回答 な し Doo15526191 ．6

計 01320lO31843555461 ，212100 ．o

表20　性教育に 対す る 関心

関心 ＼年 齢 12B141516171819 計 ％

受け た か つ た 1D14194076lo124232 ．s
どうで もよ い o11103266loo14835S48 ．6
必要 ない 目 oo1lD1825399312 ．6
回答 な し o1o1461022446 ．0

言1 122166513D211310737loo ．o

19歳 369名 （42，4％）で 全体 として 36．2％ で あつ た ．前

2 回 と比較し て み る と 「シ ョ ッ ク 」 と感 じた もの が 第

1 回 以来次第 に 減少 し（60．4％→58．6％→51．9％），
「う

れ し か つ た 」 と感 じた もの が 第 1回 以 来 次 第 に ふ え て

い る （27．0％→ 31．1％ → 36．2％）．

　 23．両親 は 娘 の 妊娠を知 つ て い る か

　親が娘 の 妊娠を知つ て い るか 否 か に つ い て は表 23に

示 した よ うで あ る が
， 妊娠 し た こ とを親 に 「知 ら せ た 」

もの は 54．7％，親が娘 の 妊娠を 「知 らな い 」 が 33．7％
で あ る が前 回，前 々 回 に 比 し て 「知 らせ た 」 もの が ほ

ぼ 10％増加 し 「知 ら な い 」 もの も 約 10％減少 し て い る ．

　24．胎児 に 対す る気持

　胎 児 に 対す る 気持 は 表 24の よ うで ある が 「か わ い そ

う」 が23．4％と前回 34．7％，前 々 回36．2％ か ら減少 し

て お り，一
方 「か わ い い 」 が ag　1 回 の 24．4％，第 2 回

の 29．3％か ら32．7％と 上 昇 し て い る．「何 とも思わな

い 」 も前回 の 1．5％か ら4．4％ とふ えて い る．

　25．妊娠 に つ い て 相談 し た 相手

　「妊娠 して い る 」と言われた 時に最初 に相談 した 人 は

誰 か 尋ね た と こ ろ 前 回 （67．9％） 同様 に 相手 の ．人が も

つ とも多 く，つ い で 友達 h：15．4％ で あ つ た．前 回 と前 々

回 で こ の 質問 に 対す る 回答 に は 大 きな違 い が あつ た が

今回 の 回答 は 前 回 とほ ぼ 同様な結果 を 示 した （表25）．

表 22　妊娠 と 言 わ れ た と きの 気持

気持ち ＼年齢 1213141516171819 副 ％

シ ョ　ッ ク 12226 ！l31792994G91 ．G3151 、9
何　 　と　 も

思わ な か つ た
o126 ｝83356721889 ．5

うれ しか つ た oo1437lDl20736971936 、2
回答なし ooo157 ／621502 ．5

計 135371733205789711 ．988100 ．0

表23 両 親 は 知 つ て い るか

告知 ＼年齢 121314151617 王819 計 ％

知 らせ た 1112297175312478L  8754 ．7
知 らせ て な い

が知 つ て い る
o2 弓 829365271202lo ．2

知 らない u0o7431042 〔｝431166933 ．7
回答 な し o0oo4510ll3   1．5

計 工 353717332057S8711 ，988100 、0

　 26．過去 の 妊娠

　今 回 の 調査を受け る前に も妊娠 した こ と が あ る か 否

か に つ い て 質問 した と こ ろ 「あ る」 は 21ユ％， 「な い 」

は 74．5％ ， 回答な し は 4．4％で 前回，前 々 回 とほ とん ど

同様な結果を得た ．年齢別 に み る と16歳 が 12．7％，17

歳 が 15．6％ ， 18歳が 21．3％，19歳が 25．5％と過去 に そ

れぞ れ 妊娠歴 を もつ て い る （表 26）。

　 27．過去 の 妊娠 回 数

　今回 妊娠す る前に何回妊娠 して い る か を調 べ た とこ

ろ ほ と ん ど の 人 （75，5％） が 1回 の み で ある が， 2 回

の もの が 16，9％ で ， 14歳が 1人，16歳が 2入，17歳 が

11人， 3 回 の もの は 3．1％で 17歳 が 1 人 ， 18歳 が 1人，

4回妊娠 した もの が 3人 み られ た ．これ らの 結果 は前

回 と 同様 で ある （表27）．

　28．初診時の 妊娠週数

　初診 時の 妊娠週数 に つ い て は 7週 まで が 33，6％， 8

週 か ら11週 ま で が 29 ．6％ で 11週 ま で に 632 ％ の 人 が 受

診 し て い る．12週か ら21週 ま で が 18．7％，22週 と23週

が2．3％，24週以上 は 6．6％ に な つ て い る．12週 か ら23

週 に 受診 し た もの は 20．7％ ，
こ れを年齢別 に み る と19
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表 24　胎 児 に 対 す る気持

気持＼年齢 1213141516171819 計 ％

何 とも思わない 10127202729874 ，4
か わ い そ う o0215487214917946523 ．4

悪い こ とを した o321 些 6911318728667433 ．9
憎 い ooooo2o13o ．2

か わ い い o0023897 互9232265132 、7

回 答 な し o004U ⊥62354lo85 ．4
計 ／ 35371733205788711 、9881 α0、D

表25 妊娠 に つ い て 最初 に 相談 した相手

相 手＼ 年齢 1213141516 ／71S19 計 ％

誰 に も絹談
して い な い

o 〔｝ 〔〕 D37159341 ．7

相手 の 人 e13131071993795901 ，29265 ．0

友達 o1o1029548912330615 ．4
姉 妹 oo0151020185427

兄弟 oo   oo1L130 ．2
学校の 先牛 Do04112080 、4

医 繭 o1 （1o04171307

父親 oo 〔〕 o   oo11o ．1
母 親 1D281423355413769

その 他 0ooo75s 工5351 、8

回答 な し o 〔1017L62s531   55 ．3

計 185371733205788 了11 ．988100 ．0

歳 は 19，6％ ， 18歳 は 20．4％， 17歳 は 21．6％， 16歳 は

24．9％，15歳は 27．0％と年齢が若年化す る ほ ど受診週

数 が 遅 れ中期妊娠 に 入つ て か らの もの が 多 くな る，こ

の 傾向 は 第 1， 2 回 の 調査 と も変 りな い （表28）．

　 29．妊娠 の 経過 と結果

　妊娠 の 結果 は 表 29に 示 した 通 りで あ る．1，988例 中経

腟分娩を行つ た もの は 435例 （21．9％），帝王切開 が24

例 （1．2％）で 分娩総数は 459例 （23．0％）， 自然流re41
例 （2．1％），そ して 過半数の 1，076W＃（54．1％）が 人 工

妊娠中絶を 受け て い る．不 明 が 14 例 （7．0％）， 回 答な

し が272例 （13．7％）で 不 明 と 回答な しを合 せ る と412

例 （20．8％） で あ る．前 回 も不 明 は 19、6％ で あ り今回

と ほ ぼ同様で ある．私 どもの 経験か ら不 明例 や 回 答な

し の 多 くは 妊娠 の 診断を受 け る と人 工 妊娠 中絶 の た め

に他医に転向する よ うで ある．した が つ て 分娩例，自

然流産例を除 い た ほ と ん ど は 人 工 妊娠中絶を受 け る と

考え て よ い ．

　　　　　　　　　 考　　案

　昭和 53年 6 月 か ら 1年問 を費や して 行わ れ た 「わ が

国 に お け る思春期妊娠」 の 実態調査 （委員長 ・松本 清
一

；妊娠 問題小委員長 ・石浜淳美） は そ の 後 5 年 を経

過 し た 昭和58年11月 か ら 1年間を労 し て 第 2 回 調査

表26　過去 の 妊 娠

妊娠 ＼年 齢 121314151617ls19 言1 ％

ある oo21225012322242021 、1
な い 1333414525 呂 4316 ゆ61 ，481 了4．5

回答 な し oo026122443S74 、4
計 135371733205788711 ．9B81 αO．0

表 27　過去の 妊娠 回 数

回数＼ 年 齢 1213141516171819 計 ％

1 oooo19359816531775 ．5
2 oo1o211B397116 、9
3 ooooo 工 111133 ．1
4 oooDoo123o ．7

回答 な し oo111355163 ．9
計 〔｝ o21225012322242   loo．σ

（委員長
・中山徹也 ；妊娠問題小委員長 ・佐藤恒 治） が

行 わ れ，さらに 5年 を経過 し た 昭和 63年 9 月 よ り第 3

回調査が 行わ れ た．第 1回 は 日産婦誌 32巻 10号 ， 第 2
回 は 日産婦 誌37巻 9号 に 委員会報告 とし て詳細 に 報告

さ れ て い る の で それ らを参照 し て い ただ くとして 今 回

は第 1回を始 め て か ら第 2 ， 3回 と 3 回 の 調査 を行つ

て きた IO年 の 間 に teenagers の 人 々 の 性 に 対す る 考 え

方 の 変化を多くは望まない 妊娠 を した人 々 か ら社会医

学的 な考察 を試 み た ．

　現在ま た 10年前に お い て も十代妊娠 は 正確 に は どの

位 の 数があ り，どの 位 の 数 の 人 工 妊娠中絶 が行 わ れ て

い る の か 不 明で ある．そ こ で まず一
応 の 目安 とな る 厚

生省よ り毎年報告 され て い る優生保護統計 を み て み る

と1984年 まで は 2D歳未満 の 人 工 妊娠 中絶は絶対数も全

年齢に対する率も直線的 に 増加 して い る こ とで あ る．

1985年 以後 は ご くわ ず か の 減少か横ば い 状態 を 示 し て

い る．一方，全年齢 の 人工 妊娠中絶 数 は 昭和30年以後

は 実数 も実施率 も着実 に 減少 し つ づ け て い る．すな わ

ち 全体 の 人 工 妊娠中絶数は 減少 の
一
途 をた どつ て い る

の に ，十代 の 人工 妊娠 中絶数だけ が うなぎ登 り に 上 昇

し て きて お り，そ れ が こ こ 数年足踏 み 状態 に なつ て い

る．また 母 の 年齢別 出生数 ならび に 率をみ る と表 30の

通 りで 実数 と し て は 1970年 以 後は減少 して い る が 1985

年か ら再 び増 加 し 以後横 ば い 状態 が 続 い て い る．し か

し率 として は 1960年以後ほ とん ど変化が な い ．つ ま り

十代妊娠の ほ と ん ど の 結末 は 人工 妊娠 中絶 に 終 るわ け

で あ る ．した が つ て 優生保護統 計 に 報告 さ れ る実数 ・

率 は 正 確 な 数の パ Pt メ ータ ーと し て み る こ と が で ぎ

る．
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表28　初診時の 妊娠週数

妊娠週数＼年齢 1213141516171819 計 ％

O− 30o00012250 ．3
4− 7o22744841 呂028960830 ．6
8〜110o17477715221950325 ．3
12− 150o14163253901969 ，9
16−1910o47172935934 ．7
20〜23ooo216102531844 ．2
24−270oo239612321 ．6
28〜31 捗 oo149520392 ．o
32−35o0o13637201 ．0
36〜39001o1363140 ．7
40− 430o00o12o30 ，2

回答 な し 01093271 王15163391 真9．7

計 135371733205788711 、98910D ，0

表29 妊娠の 結果

結果 ＼年齢 1213141516 工71819 計 ％

自然流産 0010231322412 ．1
人工 妊娠中絶 132241161773 ユ4439 ユ，07654 ．1

経膣分娩 0o 工 222701262M43521 ．9
帝王 切開 ooo107214241 ．2

不 明 0G1212 三843641407 ．0
回答な し o0o821458011827213 ．7

計 1353717332057887 ／ 1，988100 ．0

表30　20歳末満の 母 の 出生数 お よび率

年 　 　次 出生数 率

1950年 　昭和2556 ，36513 ．3
1955　　 　　 3025 ，219 5．9
1960　　　　 3519 ，739 4．3
1965 　　 　　 4017 ，719 3．3
1970　　 　　 4520 ，177 4．5
1975 　　　　 5015 ，g99 4．1
1980　　　　 5514 ，590 3．6
1985 　　　　 6017 ，877 4．1
1986　　　　 6117 ，707 3．8
1987　　 　　 6217 ，558 3．7

　 3 回の 調査 を行 つ て 3 回 と もほ とん ど 同 じ回答結 果

を得た もの は   年齢分布，  初経年齢分布と月経周期，

  教育的背景 と本 人 の 職業，  居住地区，  家庭環境 ，

  相手の 関係 （教育程度 ， 居住地区 ， 職業 ， 相手 の 閣

係），  初交の 季節，  同棲の 有無，  オ ル ガ ス ム の 有

無   性交を行 つ た 動機 と婚前性交 に対す る態度，  

性交経験，  避妊の 方法，  性教育の 有無   性教育

を受け た 場所，  月経 が 停止 し た ときど う思 つ た か
，

  過去 の 妊娠，  妊娠 の 回数，  初診時 の 妊娠週数，

  妊娠の 経過 と結果，以 上 の 19項 目 の 質問 に つ い て は

10年 間 ほ ぼ同様 な回答結果 を得 て い る．した が つ て 今

後 も当分 の 間 は変化 は ない もの と思われ る． こ れ ら の

こ とは わが国 の 若者に と つ て ご く
一般的な現象 に なつ

て い る と思 わ れ る．すな わ ち 十代妊娠 の ほ ぼ 80％ は 末

婚者 で あ り， そ の 年齢分布 は 18〜19歳が ほ ぼ 75％，17

歳 が 15％，16歳以下 は ほ ぼ 上0％ の 割合で ある．初経年

齢 は 12〜13歳代 に
， 月経周期 は 正順 が 75〜80％，不 順

が 20〜25％，教育的背景は現代社会で は 90％以上 が 高

校 に 進学す る の が 普通 で あ る が，中学卒が 30％以上 を

占め て い る こ と ， 大学生 は 5 ％前後で ある．本人 の 職

業も変化な い ，居住地 区 は 都市部 が 圧倒的 に 多 く，し

か も20万 以上 の 大都市が多 い ．家庭環境 と して か つ て

は 未婚妊娠は 親 の い な い 家庭の 子 に 多 い と さ れ て い

た ． 3回 の 調査 か ら片親 か 両親 の い な い 家庭 の もの は

約 1割 に み られ る が半数以上 は 父母 と一
緒 に 暮 し て い

る．両親 は 健在 で あ る が 都会 に 出 て
一

人 で 生活 し て い

る もの が 30％以上 で ある．相手の 年齢は 15〜20歳が半

数以上 を 占め 25歳ま で が 90％を占 め る が ，18〜22歳が

もつ と も多い ．相手の 学歴 は 高校卒が もつ とも多 く，

っ い で 中学 卒で 大学生 や 大学卒 は 少 な い ．相 手 の 関 係

は 友達が もつ と も多 く， そ れ に つ い で 婚約者 で あ る。

初 め て 性交を経験 した 季 節は夏が もつ とも多 く こ とに

8 月が 際立 つ て い る．つ い で
， 春 と冬が ほ ぼ同率で 秋

となつ て い る．夏は 休み が多 く開放感に あふ れ性行動

に 入 りや す い 季節で あ る の は
一

般 も同様 で あ る．こ の

年代 で は 同棲 し て い る も の は 少な く30％弱 に す ぎな

い ．し か し見方 に よ つ て は teenagers で あ る か ら30％

は 多 い と考 え る べ きか も しれ ない ．性交に際し て 快感

を感じた もの は 25〜30％で半数以上 は わ か らな い と答

えて い る．何 も感 じな い 人 は ほ ぼ 10％で ある．

　性交を行つ た 動機 と婚前性交に 対す る態度 は 3回 と

もほ ぼ同様 で あ る が，性交を行 つ た 動機の うち もつ と

も多い 理 由で ある 「何 と は な し に 」 が第 1 回 か ら毎 回

10％ずつ 減少し，そ の 代 りと し て 「わ か ら な い 」 が増

加 し て い る．と もか く， 性交の 動機 と し て 6  ％ の 人 は

「何 と は な し に」，「わ か ら な い 」と極 め て 安易な気持 で

あ る．恐 らく性交 の 結果 など考 えな い で そ の 場 か ぎり

の 自然 の 成 りゆ ぎで行つ た もの が多 い ．婚前性交 に 対

す る態度は 「愛し て い れば よ し」 とす る もの が 60％，

「愛は な くて も同意があれば」10％前後，「結婚 が 前提 」

8 〜16％ と80％前後 の 人 は 婚前性交 を 是 と し て お り，

「どん な場合 で もよ くな い 」は 2％前後 に すぎ な い ．現

代女性 の 考え方 の
一端を知 る こ とが で き る．性交経験

に つ い て 現在 の 人 とだ け は ほ ぼ 40％ で 60％弱 の 人 は 2

人以上 の 複数 の 相手と性交経験をもつ て い る．これ は
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欧米各国 の 十代 の 性行 動の 特徴 と し て挙げ られ て い る

現象で ， わ が国の 十代 で もご く
一般的な現象 に なつ て

い る ．避妊 を実 行 し た 人達 の 方 法 の 80％前後 が コ ソ

ド
ーム 法で こ れ は 日本人

一
般 の 方法 と 同 じで ある．性

教育を受けた 人 は 毎回 の 調査ご と に 数％ずつ 増 加 し て

全体 と し て 60％ に 達 し て い る が
， 受けた 場所 は 学校が

90％前後 と 3 回 と も変化が な い ．

　 月経 が 停止 し た とぎの 気持 は 3 回 とも全 く同じ回答

率で 「妊娠と思つ た 」が 55％前後，「その うちあると思

つ た 」 が40％ で あ る．過去 の 妊娠経験 は 24〜25％ の 人

に あ る．16歳 で 7 〜8 ％，17歳 で 15〜20％，18歳 で

23〜30％，19歳で 40％前後と こ の 数値は 第 1 回 か ら第

2 回 調査の 時に 上昇 し ， 第 2 回 と第 3 回 で は変化は み

ら れ な い ．妊娠回数は 1回 だ けが75％前後，2 回が17％

前後 ， 3回 が 3 〜 4 ％ と第 2 ， 3 回 と も変化が な い ．

　 これ ら十代 の 女子達が妊娠の た め に 産婦人科医を訪

問 し 妊娠 と診断 され た ときの 妊娠 週数 は 11週 ま で が

6  ％前後で ある が12〜23週 の もの が 19％前後，24週以

上 が 5 ％以上 もあ る ，十 代 で 未婚で 妊娠す る と親 に 相

談 もで ぎず， 医者 に も行けず一日一日 と伸ぽすた め 十

代妊娠 に は 中期 中絶が多 い ． こ れ ま で 3回 の 調査結果

で 十代妊娠 の 結末 は 55％以上 が 人 工妊娠中絶，経腟分

娩が20％弱，帝王 切開は 1 ％前後，自然流産は 2 ％前

後 で あ る が不 明や回答 な し が 多 い の が 常 で あ る．こ れ

ら は 恐 ら く他 の 医療機関に て 人 工 妊娠中絶を受げて い

る もの と 思わ れ る か ら人 工 妊娠中絶 は 70〜80％位 に な

る は ず で あ る．以上 は 10年間 3 回 の 調査 を通 して ほ ぼ

同じ傾向の 回答の あつ た もの で ある．

　次 に 述 べ る もの は 過去 10年間 に 3 回行 つ た 調査 で 変

化の あつ た もの で ある．

　 まず身長，体重 が 今回 の 調査 で は 前 2 回 に 比 し て わ

ずか で は あ る が増加 して い る．次 に 初 め て 性交を経験

し た 年齢 と場所 に つ い て ，第 1 回 調査時 の もつ と も多

い 年齢 は 17〜18歳で あつ た もの が第 2 回時に は 16〜17

歳 と 1 歳早 くな つ て い た が，第 3 回時 は ピー
ク は

16〜17歳にある が 15歳ま で に第 2 回 は 24．2％が第 3 回

は 30．1％が経験 し て い る よ うに 徐 々 に だ が早傾化 し て

い る．場所 は 第 1 回 の 車 の 中 や 野外 が 減少 し第 2 回 で

は相手 の 家，自宅，ホ テ ル ，ア パ ー
ト等家 の 中 に な り，

こ と に ホ テ ル が 15．6％ と新 し く出現 した が 第 3回 で は

こ れ が 20．1％と さ ら に 上昇 し た．交際を 始 め て か ら初

交ま で の 期間 は第 1回 と第 2 回 の 比較 で 6 ヵ 月 ま で の

率 は 変化 な い が 1 ヵ 月以 内が 34．2％， 3 ヵ 月以内が

58，4％と 早傾 化 し て い た が 今 同 は 1 ヵ 月 以 内 が

36．3％， 3 ヵ 月以内は 62．1％ とやや早 まつ て い る．妊

娠 に 至 る まで の 性交 回 数 は 5 回 以内で 妊娠 し た も の が

第 1回 は 4．7％，第 2 回 は 21．3％ が今回 は 16，1％，1 回

だ け の 性 交 で 妊 娠 した も の が 第 2 回 の 3．9％か ら

2．1％，10回 以内 で 妊 娠 し た もの が 29、3％→ 32．9％ →

26．8％と減少し妊娠ま で の 性交 回数 が 増加 して い る．

避妊の 実行率は一
度 で も行つ た こ とが あ る もの を含め

る と53％か ら77．9％，今回 は 8LO ％ と毎 回増加 して い

る．しか し「今回 の 妊娠 」に つ い て 行 つ た もの は 18．4％
→ 24．8％ → 16．6％と極 め て 低率で あ る．性教育を受け

た 者 は 54．9％ → 59．1％→61．0％ と回数を重ね る ご と に

増加 し て い る．妊娠 と言 わ れ た と きの 気持 は 「シ ョ ッ

ク 」 と感 じ た もの が 第 1 回 の 60．4％ よ り毎回 減少 し

58．6％ → 5L9 ％ に なつ て お り，逆 に 「うれ しか つ た 」

と思つ た もの が27．0％→ 31．1％ → 36．2％ と増加 し て い

る．そ の 理 由は ど うして か 分 か らな い ．両親 は 娘の 妊

娠を知 つ て い る か に つ い て第 1回 と第 2 回 で は ほ と ん

ど変化が な い が，今 回 の 調査 で 知 らせ た もの が約10％

増加 し親 が 知 ら な い もの は 10％近 く減少 し て い る．親

の 関心が高 ま つ た た め で あ ろ うか ．胎児 に 対す る気持

は 第 1回 と第 2 回 で は ほ とん ど変化が な い が，今回 は

「か わ い そ う」 と思 つ た もの が ほ ぼ 10％減少 し ，
「か わ

い い 」 が わず か で あ る が増加 し て い る．妊娠 と分か つ

て 相談 した 相手は第 1回 は友達が 63．9％ と もつ と も多

く，第 2 回 は 相手 の 人 67．9％ ， 友達が 18．5％と著 し い

相 違 を 示 し た が
， 今 回 は 相 手 の 人 が 65．0％，友 達 が

15．4％ と第 2 回 と ほ ぼ同 じ よ うな結果を得 た ．

　以 上 過去 10年間 に 行 つ た 3回の 十代妊娠 の 社会医学

的 の 調査で 3 回 と も全 く変化 の な い 現 象や考 え方 と

徐 々 に で は あるhglO年 の 間 に 進行 して い る 現象 とに は

つ きり と分け られ る こ と が分か つ た ．し か も進行 して

い るもの は 第 1回 と第 2回 で は 著し く進展がみ られ た

も の が 多 か つ た が，第 2 回 と第 3 回 で は ほ と ん ど変化

が ない か 進行 は あ つ て も ご くわず か で あ る こ と も分か

つ た ．こ の 現象 は 日 本性教育協会 で 調査 した 青少年の

性行動の 調査結果 と も よ く
一

致 して お り， 極 め て 興味

あ る こ とで あ る．すなわ ち青少年 の 性行動の 第 3 回 の

調査分析に よ る と 「前 々 回 （1974年） と前 回 （1981年）

の 調査 の 比較 で は   性 の 生理的側面 に つ い て は 成 熟の

低年齢化 の 進行 が停止 した とみ ら れ る けれ ど も，   そ

の 他 の 側面 に つ い て は 経験率 が 高 ま り進行速度 が 速 ま

つ て きて い る こ とが 基本的 に 明 らか に され た ．と こ ろ

が 今回 （1987年）は か な り多 くの 事項 で 経験 率 が む し

ろ低下 して い る」 と い う．こ れ は 経験率 が 実際 に 低下
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し た た め で は な く性的な情報 の 普及氾濫に よ つ て判断

の 基準が変わ つ た り，以前 は シ ョ ッ キ ン グ な性的経験

と記憶され て い た こ と が そ れ ほ どの 意味をもた な くな

つ た と解釈で き，ともか く経験率は 上 昇し て い な い と

判断す る こ とが で きる．もち ろ ん 質問 の 内容や対象者

が全 く違 う集団 で はある が若 い 人 k の 性iに関する規範

意識，性的知識 性 に つ い て の イ メ ー
ジ な どの 傾 向を

知 る貴重な資料で あり， 今回 の 私どもの 調査を 整理 し

て い て 同 じ よ うな 印象を もつ こ と が で き， こ れ ま で 急

速 に 経験率が 高ま り低年齢化が 進行す る と予想さ れ て

い た青少年 の 性的な経験 に ある意味で の 落ち着きが生

じ て い る面がある よ うで ある．

　　　　　　　　　　 む す び

　 日本産科 婦 人科学会小 児 ・思春期 問 題委員会 で は 日

産婦，日母会員 の 協力を え て 全国 か ら20歳来満の 妊婦

を集 め 思春期妊婦 の 実態 を社会医学的 な 見地 か ら分析

する た め第 3 回 目の 調査を行つ た ，昭和53年の 第 1 回，

昭和 58年 の 第 2 回の 調査 と合 せ て 過去 ユ0年間 に わ た っ

て 行つ て 来た本調査か らわ が国の 青少年 の 性の 知識 ・

性行動の 体験 ・性 に つ い て の 規範意識 な ど を知る こ と

が で きた ．

　 なお ，次の 方 々 （敬称略・順 不 同）か ら御協力を い た だ い

た こ とを記 して ，深甚な謝意を表す る．

　 （北 海 道 ）小 六 義 久，林 　義 夫，吉 井 正 仁，高 岡邦 夫，（青

森県 ）片桐 清
一

， （岩 手 県 ）斉藤　博，
．
匸藤直 彦，利 部輝 雄，

（宮城県）長池博子，中川公夫，五 十嵐章，吉田　威，東岩

井 久，赤 間 二 郎，永 升　宏，青葉久 夫，鬼怒 川 博 久，星 合　昊，

（秋 田 県 ）真木正 博，五 十 嵐信寛，大倉俊弥，加 藤悌三 ，（山

形 県 ）松 尾 正 城，国 井 勝 昭，安 孫 子 純 夫，三 井 盾 夫，島貫洋

利，青木
一

石，大沼 靖彦，広井正 彦，（福島県）秋 山精治，

星 　敬
一，渡 辺 　宏，（茨 城県 ）山 縣 健三 ，五 十 嵐栄 治，塚

原 俊明，小松 崎正，鈴 木重治，久保 田奈美代，諸原 英雄，目

崎　登，〔栃木県）石 塚 孝夫，南里 栄 子，平 尾 　潔，浅 岡　健，

小倉望弘，（群馬県）伊藤昭 夫，小平 良 貞， 小 沢陸 男， 桜 井

洋，久保　洋，（埼玉 県）岡村　泰，村上行信，佐藤辰 元，

金子 宜 淳，鈴 木伸
一

郎，（千 葉 県 ）松 信　堯，貴家昭而 ，熊

切 　 芳，〔東 京都）星 野広利，柳 田 昌彦，兼子 和 彦，岡 田紀

三 男， （神奈川県）根岸達郎，岩 田 嘉行，佐藤啓治，住吉好

雄，浜 田　宏，長 谷川 進，安達健二 ，関 口 允 夫，渡部 輝 哉，

杉本 　孝 ，佐 藤 恒 治，多和 田 金 雄，斉藤　真，（山梨 県）浅

川 龍一，佐 々 木紀 充，田 辺 陽一，渡 辺 泰 猛，（長 野県 ）丸 山

庸雄，三 浦秀輔，呉 屋 順
一，椎名 嗣雄，（静 岡県 ）神尾 寛治 ，

山 田 耕 司，（新 潟 県 ）神 田 敬子，石 黒 隆雄，広神俊彦，（富 山

県）舘野政也，大澤　汎，粟 野利春，家城匡純，津 田 達雄，

（石 川 県）中村　彰，宮下　敏 ， 鈴木雅夫 ， 桑原 正樹 ， （福井

県）山 田 　良，友影竜郎，宮越洋二 ，（岐阜県）樋 口 満彦，

岩砂 真
一・
，渡辺 　津，（三 重県）西 山克男，南　仁 人，森川

正 作，山 口 博 司，（滋賀県）青地 秀 樹，姫 野 憲 雄，（京 都 府 ）

森 　治 彦，身原 正一，富 田 　慈，（大阪府）福井雅夫，竹村

秀雄，（兵庫県）名方正 夫 ， 山下 澄 夫，中村益 啓 ， 西 川 義規

（奈良県）斉藤守重，岡田 仙三 ，（和歌山県）神前正 造，成 川

守彦，榎本恒 雄，（鳥取県）梅沢 潤
一，上 原 崇義 ，富 永 好 之，

鎌沢 　泉，（島根県）高橋俊
一，中山 俊彦，（岡 山県）赤堀和

．一
郎 ， 本郷基 弘 ， 近 藤 和二

， 小川 重男，（広島県）正 岡吉則，

小川
一

三 ，難波幸
一，河野美代 子，（出 口 県）森永虎彦，阿

部芳 野，津永甲次，富 山忠彦，（徳島県）吉 田 順
．一，河野　恒，

児 玉一郎，高 橋 久寿，（香 川 県 ）久 保 信 夫，明 比 　暁，谷 　 弘

光，東條泰隆，（愛媛県）森　　巍，重 川 嗣 郎 ， 松 原 理
一

郎，

福井敬三，（高知県）本森良治，岡山哲也，三 木　鈴，浜脇

弘暉，黒 岩俊
一

郎 ， 乾　泰 弘，（福 岡県 ）有 高 秀
一一
，片 瀬　高，

延塚　浩，（佐賀県）片渕 UZ．−t，宮川　 暁，浜 田圭吾 ，〔長 崎

県 ）黒氏謙一，鈴 木公雄，木寺義郎，加 瀬泰昭，久保田 健二 ，

（熊本県）末永正 義，〔大分県）肥 田木孜，浦 田啓 司 郎，中原

博正，稗 田 義雄，（鹿児島県）有馬正 俊，永井　忍，広瀬　晃，

伊 集 院 康 煕，四宮 大 乗，桑 波 田 景一郎，永 畄行 博，（沖 縄 県 ）

伊是名博之，糸数　健，上 村昭栄，高良光雄，永山　孝
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